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研究成果の概要（和文）：帝国と植民地統治という視点から、『岡松参太郎文書』等の歴史資料に基づき、東アジア諸
国の近代法の形成に及ぼした相互の影響を実証的に明らかにし、そこにおける日本法の影響とその意義を考えるために
、日本統治時代の裁判記録や関係者の文書を整理し目録を作成して、植民地法制に関する研究の基礎を整えようとの試
みである。
「千種達夫文書」（1,282点）と「宮内季子文書」（436点）の目録をWeb上に公開した。また、日本統治時代の台中地
方法院刑事判決原本及び裁判関係資料326冊40,033件の仮目録を作成した。この間に「帝国と植民地法制」研究科を6回
、国際学術シンポジウム「帝国と植民地法制Ⅰ」を1回開催した。

研究成果の概要（英文）：This project is an attempt to provide researchers with fundamental documents on co
lonial laws in Japanese Imperial Period to depict influence of Japanese Law on modern legal system in East
 Asia and to study differences of socio-historical backgrounds among countries and inter-comparison of eac
h system, using comparative framework between Imperial Japan and her colonies based on archives of "Okamat
su Santaro Monjo Documents" and so on.
Web catalogues of "Chigusa Tatsuo Monjo Documents" (1282 items) and "Miyauchi Kishi Monjo Documents" (436 
items) donated to Waseda University Library are open to public. A tentative archival catalogue of "Judicia
l Records of Taichung District Court in Colonial Times" (40,033 cases of 326 volumes) in Academy for the J
udiciary in Taiwan has been created. In this process, 6 study sessions on "The Empire and the Colonial Leg
al System" and 1 International Symposium on the same topic were held.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 早稲田大学図書館に寄贈された「岡松家
旧蔵図書・文書資料」、「千種達夫旧蔵文書資
料」及び「宮内季子旧蔵文書資料」並びに台
湾に現存する日本統治時代の裁判記録を、東
アジア近代法制資料として研究に供するた
めに、適切な方法を確立し、学界共有の財産
として公開利用できるように整理し、目録作
成を行ってきた。 
(2) この作業を通して、東アジア諸国のなか
で一歩先んじて西欧法を受容し近代化を行
なった日本法が、東アジアの国・地域の法に、
植民地支配あるいは留学生や近代法典の編
纂事業に対する法整備支援を通じて、大きな
影響を与えたばかりでなく、東アジアの各地
域の法が互いに影響しあっていたこともわ
かってきた。 
(3) こうした東アジア諸国の相互の関係を
意識しながら、帝国による植民地支配が東ア
ジアにおける近代法形成に与えた影響を検
証しようという研究は、これまでほとんど行
われてこなかった。 
(4) 日本統治時代の台湾・朝鮮の裁判記録に
よる研究は個別事案を対象とするもので、現
存する裁判記録を全て整理し、臺灣大學王泰
升教授のプロジェクトと協働して、学界に供
しようするものであり、こうした基礎的作業
はまだない。韓国については、日本統治時代
の裁判記録の現在調査も日本ではほとんど
行われていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、(1)帝国と植民地統治という視

点から、『岡松参太郎文書』等の歴史資料に
基づき、東アジア諸国の近代法の形成に及ぼ
した相互の影響を実証的に明らかにし、そこ
における日本法の影響とその意義を明らか
にするために、(2)早稲田大学図書館に寄贈
された「千種達夫旧蔵文書資料」及び「宮内
季子旧蔵文書資料」並びに台湾及び韓国に現
在する日本統治時代の判決原本などの裁判
記録を、研究資料として利用できるよう、目
録を作成し、これを公開することによって、
植民地法制に関する研究の基礎を整えよう
との試みである。 

 
３．研究の方法 
(1)本研究の目標を達成するために、「岡松文
書研究班」・「千種達夫文書研究班」・「裁判記
録研究班」の三つの研究グループを組織し、
「岡松文書研究班」は「宮内季子旧蔵文書資
料」を公開するために目録を作成するととも
に「岡松参太郎文書」の翻刻公刊を目指し、 
「千種文書研究班」は「千種達夫旧蔵文書資
料」を公開するために目録を作成し、「裁判
記録研究班」は日本統治時代の台湾と韓国に
現在する裁判記録を学界に紹介するために
必要な現地調査と目録作成を行う。 
(2)これまでの「科研の成果」と各研究グル
ープの基礎的な作業をもとに、海外の研究者

の参加を得て、研究会を定期的に開催し、帝
国日本の形成と植民地統治を実証的に研究
する。 
 
４．研究成果 
(1) 早稲田大学図書館所蔵の「千種達夫文
書」（1,282 点）の目録 DB を早稲田大学東ア
ジア法研究所の Web 上に公開し、早稲田大学
図書館での「千種達夫文書」の利用を可能と
した（http://www.waseda-eals.com/）。「千
種達夫文書」は、満州での旧慣調査や家族法
の立法に関係する資料、判決の起案文書・既
済材料・調査草稿、家庭事件のメモなどの裁
判官としての活動に関係する文書、原稿やノ
ート類、穂積重遠らの知友からの書簡などが
含まれている。これらは、法制史、社会史、
植民地史、東北アジア史といった歴史研究ば
かりでなく、戦後の家族法や労働法に関する
理論や実務に関係する資料もあり、法律学に
おいても広く活用しうる資料群である。 
(2) 早稲田大学図書館所蔵の「宮内季子文
書」（436 点）の目録 DB を早稲田大学東アジ
ア法研究所の Web 上に公開し、早稲田大学図
書館での「宮内季子文書」の利用を可能とし
た（http://www.waseda-eals.com/）。「千種
達夫文書目録」と「宮内季子文書目録」の横
断検索も可能にし、利用者の便を図った。「宮
内季子文書」は、宮内季子と妻適（かなふ）
や岡松参太郎らとの間の書簡を中心とした
436 点におよぶ資料群である。宮内季子は、
岡松参太郎の指示により、台湾及び満洲にお
ける旧慣調査の実際を取り仕切った人物で
あり、旧慣調査の実相あるいは台湾と満洲の
旧慣調査の連続性を検証する資料として活
用しうる資料群である。その意味において
「岡松参太郎文書」を補完する資料群である
といえる。 
(3) 台湾法務部司法官学院（旧司法官訓練
所）が保管する日本統治時代の台中地方法院
刑事判決原本及び裁判関係資料326冊40,033
件の採録が終わり、「刑事裁判記録仮目録明
治期・大正期〔未定稿〕」及び「刑事裁判記
録仮目録昭和期〔未定稿〕」としてまとめた。
仮目録化が未済に終わった刑事判決原本は 9
冊である。2014 年度中に完了の予定。 
(4) 「帝国と植民地法制」研究会を開催した。 
・第１回（2009 年 6月 6日 早稲田大学） 
［研究報告］ 

浅古弘「司法官訓練所所蔵の刑事裁判記
録について」 

・第 2 回（2009 年 10 月 3 日 早稲田大学）
［研究報告］ 

 藤野裕子「宮内季子文書の概要と整理状
況」 
藤野奈津子「岡松参太郎とローマ法－わ

が国におけるローマ刑事法研究の始め」 
  岡松暁子「岡松参太郎と大連」 
・第 3 回（2010 年 7 月 10 日 早稲田大学）
［研究報告］ 

浅古弘「東アジアに於ける記録管理法の



比較－韓国・中国・台湾」 
 中網栄美子「19 世紀末韓国で行われた日
本の領事裁判に関する実例報告」 

・第 4回（2010 年 9月 7日 熊本大学） 
［研究報告］ 

岡本真希子「朝鮮総督府官僚の任用制度
と俸給制度－朝鮮・台湾・本国、交錯する
法域と民族－」 
 山中至「謀殺と故殺の区別について－台
湾司法官訓練所所蔵刑事裁判記録を素材
として」 

・第 5回（2011 年 7月 9日 早稲田大学） 
［研究報告］ 

藤野裕子「裁判記録「謄抄本」の可能性
と課題－東京弁護士会・第二東京弁護士会
合同図書館所蔵資料から考える」 
 田口守一「米施政下の沖縄における刑事
裁判について」 

・第 6回（2013 年 6月 29 日 早稲田大学） 
［研究報告］（テーマ：「帝国憲法下の司法官

僚と弁護士の役割」） 
 岩谷十郎「“学識”判事登場の近代法史
的意義」 
 橋本誠一「岩谷著書へのコメント」（岩
谷著書＝『明治日本の法解釈と法律家』） 
 村上一博「大正・昭和戦前期の弁護士研
究―布施辰治を中心に―」 

(5) 国際シンポジウムを開催した。 
① 早稲田大学・全南国立大学校学術シン
ポジウム「帝国と植民地法制Ⅰ」（2009
年 7月 18 日 早稲田大学） 

［研究報告］ 
   柳全哲「韓国刑法に及ぼした日本刑法の
影響」(コメンテーター：松原芳博) 

   成升鉉「韓国民法における債務不履行類
型三分論の形成と日本民法学」（コメンテ
ーター：浦川道太郎） 

  咸仁善「日本植民地時代の行政法制」（コ
メンテーター：岡田正則） 

  金淳錫「日本植民地時代の会社法」（コ
メンテーター：江頭憲治郎） 

  鄭鍾休「韓国法近代化における梅謙次郎
の役割」（コメンテーター：李英美） 

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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読有、750、2012、81-90 

③ 田口守一、日本と韓国における国民の私
法参加制度、刑事法ジャーナル、査読無、
32、2012、112-116 

④ 中網栄美子、領事裁判権に関する基礎的

考察と残された課題、みんけん、査読無、
664、2012、95-109 

⑤ 藤野裕子、戦前日傭い男性の対抗文化－
遊蕩的生活実践をめぐって、歴史評論、査
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るもの、千葉商大論叢、査読無、48-2、2011、
57-84 

⑧ 藤野裕子、日比谷焼討事件は誰が扇動し
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〔学会発表〕（計 1 件） 
① 浅古弘、日本統治下獨立運動與治安維持
法之適用：以台灣和朝鮮的比較為中心、国
立台湾大学法律学院法律與社会研究中心
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〔図書〕（計 3 件） 
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② 山崎広道編・山中至ほか著、法と政策を
めぐる現代的変容、成文堂、2010、
469(253-276) 

③ 王泰升主編・新田一郎・浅古弘ほか合著、
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2009、393(225-284, 311-347) 
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